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深
谷
市
は
、
平
成
28
年
1

月
1
日
㈷
に
合
併
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。
新
市
誕
生
か
ら

10
周
年
を
市
民
と
共
に
祝
う

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
未
来

に
向
け
た
新
た
な
出
発
点
と

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
基
本
方
針

に
基
づ
き
深
谷
市
誕
生
10
周
年
記

念
事
業
を
実
施
し
、『
深
谷
市
』
を

市
内
外
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

基
本
方
針　

①
市
民
、
団
体
、
行
政
な
ど
と
の

協
働
に
よ
り
、
事
業
を
推
進
す
る

②
市
民
の
声
が
広
く
寄
せ
ら
れ
、

市
民
な
ど
が
主
体
的
に
取
り
組
む

事
業
を
推
進
す
る

③
市
の
魅
力
を
市
内
外
へ
効
果
的

に
発
信
す
る
取
り
組
み
を
推
進
す

る

深谷市誕生10周年記念事業を実施します
●問い合わせ　企画課（☎574‐8096・お10th-anniv@city.fukaya.saitama.jp）

『地域のお茶の間』『オレンジカフェ東都』からのお知らせ
●問い合わせ　【地域のお茶の間】福祉政策課（☎568‐5041）、【オレンジカフェ東都】長寿福祉課（☎574‐8544）

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎522‐5012）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐5496）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

日
本
国
内
に
在
住
の
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
全
て
の
か
た
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
て
、
学
生
・
自

営
業
者
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
（
無

職
の
か
た
を
含
む
）、
第
１
号
被

保
険
者
と
な
る
か
た
は
、
住
所

地
の
市
区
町
村
役
場
で
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
加
入
者
（
第

２
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
（
第
３
号
被
保

険
者
）
の
か
た
が
20
歳
に
な
っ

た
と
き
は
、
第
２
号
被
保
険
者

の
勤
務
先
を
経
由
し
て
加
入
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
第
２
号
被
保
険
者
が
20
歳
に

な
っ
た
と
き
は
、
加
入
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
１
万
５
２
５
０
円
で
す
。

　

学
生
や
経
済
的
に
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
か
た
の
場
合
は
、『
学

生
納
付
特
例
』
や
『
若
年
者
納
付

猶
予
』
な
ど
、
保
険
料
の
支
払
い

を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、
年
金
（
老
齢
年
金
や

障
害
年
金
な
ど
）
が
受
け
取
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な

ど
の
公
的
年
金
を
受
け
取
ら
れ
て

い
る
か
た
に
は
、
１
年
間
に
支
払

わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
額
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
』
が
１
月
中
旬
～
下
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
確
定
申

告
や
、
源
泉
徴
収
の
還
付
を
受
け

る
際
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

※
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
受
給
者

に
は
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
は
、
熊

谷
年
金
事
務
所
ま
た
は
『
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
』（
☎
０
５
７
０
‐

05
‐
１
１
６
５
）
へ

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
エ
ン
ゼ
ル

の
丘
（
今
泉
６
２
５
・
☎
５
４
６

‐
１
２
０
０
）

内
容　

チ
ェ
ア
ビ
ク
ス
（
椅
子
に

座
っ
た
ま
ま
行
う
軽
い
体
操
）

『
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
東
都
』

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

認
知
症
の
か
た
と
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
た
め
、『
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
東
都
』
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
認
知
症
の
か

た
と
そ
の
家
族
、
認
知
症
が
気
に

な
る
か
た
、
認
知
症
に
関
心
の
あ

る
か
た
、
以
前
に
家
族
を
介
護
し

た
か
た

と
き　

１
月
22
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
４
時

と
こ
ろ　

東
都
医
療
大
学

参
加
料　

１
０
０
円

『
地
域
の
お
茶
の
間
』
を
認
定

し
ま
し
た

　
『
地
域
の
お
茶
の
間
』
は
、
市

民
同
士
が
身
近
な
場
所
で
気
軽
に

集
ま
り
、
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
事
業
者
を
『
地

域
の
お
茶
の
間
』
協
力
事
業
者
と

し
て
認
定
し
ま
し
た
。

認
定
第
１
号
『
松ま

つ

本も
と

屋や

商
店
』

対
象　

高
齢
者
な
ど

と
き　

火
～
日
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時

と
こ
ろ　

松
本
屋
商
店
（
本
田
１ 

９
６
５
・
☎
５
８
３
‐
３
０
１
７
）

内
容　

地
域
交
流
・
情
報
交
換

認
定
第
２
号
『
特
別
養
護
老
人
ホ 

ー
ム
エ
ン
ゼ
ル
の
丘
』

対
象　

高
齢
者
な
ど

と
き　

毎
週
木
曜
日
午
前
11
時
～

午
後
１
時

と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

エ
ン
ゼ
ル
の
丘
（
今
泉
６
２
５
・

☎
５
４
６
‐
１
２
０
０
）

内
容　

歌
声
喫
茶
と
無
料
昼
食
会

認
定
第
３
号
『
ケ
ア
ハ
ウ
ス
エ
ン

ゼ
ル
の
丘
』

対
象　

高
齢
者
な
ど

と
き　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
午

深
谷
市
誕
生
10
周
年
記
念

『
冠
』
事
業
を
募
集
し
ま
す

▲深谷市誕生10周年記念シンボ
ルマーク

　

市
民
と
共
に
10
周
年
を
祝
う
た

め
、
記
念
事
業
で
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
『
冠
』
を
付
け
て
実
施
す

る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

承
認
さ
れ
た
事
業
は
、『
深
谷

市
誕
生
10
周
年
記
念
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
』
が
使
用
で
き
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
掲
載

『第6期ふかや市民大学』の受講生募集
●問い合わせ　ふかや市民大学事務局（生涯学習課・☎572‐9581）

　
『
ふ
か
や
市
民
大
学
』
は
、
市

民
の
生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
学
習
を

通
し
て
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、

学
習
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

か
た

▪
市
内
在
住
か
在
勤

▪
深
谷
市
に
関
心
が
あ
り
、
地
域

に
積
極
的
に
関
わ
る
意
欲
が
あ
る

▪
４
月
１
日
㈬
現
在
で
16
歳
以
上

と
き　

原
則
毎
月
２
回
・
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
正
午
（
開
校
式

を
含
む
全
20
回
）

定
員　

80
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
抽
選
結
果
は
全
員
に

通
知
）

入
学
金
（
学
費
）
１
万
円

※
市
外
で
の
講
座
お
よ
び
芸
術
鑑

賞
の
入
場
料
な
ど
は
、
別
途
負
担

申
し
込
み　

１
月
６
日
㈫
～
２
月

27
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
問
い
合
わ

せ
先
へ
。
ま
た
は
、
応
募
用
紙
を

直
接
問
い
合
わ
せ
先
か
、
市
役
所

本
庁
舎
総
合
案
内
、
総
合
支
所
市

民
生
活
課
、
公
民
館
へ

とき 内容（講座テーマなど）

 4月18日㈯ 開校式、学長講話、オリエンテーションなど

5月16日㈯ 渋沢栄一のこころざし

5月23日㈯ 王国ボランティア

6月  6日㈯ 認知症サポーター養成講座

6月20日㈯ 成年後見制度

7月  4日㈯ 岡部地区の無形民俗文化財

7月18日㈯ 普通救命講習

8月29日㈯ 市民主体のまちづくり

9月12日㈯ 和算家　藤田雄山貞資

9月26日㈯ 災害への備え

10月10日㈯ 埼玉工業大学講座

10月31日㈯ 富岡製糸場・碓氷峠鉄道遺産見学

11月14日㈯ 東都医療大学講座

11月21日㈯ 自主講座

12月  5日㈯ 学校支援ボランティア

12月19日㈯ 多文化共生の地域づくり

1月16日㈯ コンサート

1月23日㈯ 食と健康

2月  6日㈯ 市内ゆかりの人物と文化財

2月20日㈯ 副学長講話、卒業式

※講座内容・日程などは変更になる場合があります。

な
ど
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業　

　

４
月
１
日
㈬
～
平
成
28
年
３
月

31
日
㈭
に
実
施
す
る
事
業
で
、
次

に
該
当
す
る
も
の

①
深
谷
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

基
本
方
針
に
合
致
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
事
業

②
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

と
認
め
ら
れ
る
事
業

ア
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

イ
暴
力
団
と
の
関
係
が
あ
る
も
の

ウ
政
治
活
動
ま
た
は
宗
教
活
動
を

目
的
と
す
る
も
の

エ
市
の
名
誉
を
傷
つ
け
、
ま
た
は

信
用
を
失
墜
す
る
も
の

オ
そ
の
ほ
か
市
長
が
不
適
当
と
認

め
た
も
の

申
請
方
法　

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接

問
い
合
わ
せ
先
へ
。
申
請
書
な
ど

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

▲平成26年11月に開催された『オレ
ンジカフェ東都』の様子


